
　
宮
崎
地
区
・
幡
豆
地
区
は
、
三
河
湾

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
景
観
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
国
道
２
４
７
号
の
「
東
幡
豆
上
畑
」

交
差
点
を
北
上
し
て
三
ヶ
根
山
の
登
山

道
へ
入
る
と
、
間
も
な
く
「
三
河
湾
国

定
公
園
」
の
プ
レ
ー
ト
（
写
真
A
）
を

見
つ
け
た
。
そ
こ
は
周
り
を
木
立
に
囲

ま
れ
て
い
る
が
、
少
し
登
る
と
視
界
が

開
け
て
、
眼
下
に
三
河
湾
を
展
望
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
登
り
続
け
る

と
白
い
建
物
の
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
三
ヶ

根
（
写
真
B
）
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ

の
建
物
は
三
河
湾
の
淡
い
ブ
ル
ー
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絶
妙
で
、
実
に
美
し

い
。
三
ヶ
根
山
の
山
頂
は
起
伏
の
緩
や

か
な
丘
陵
が
続
い
て
お
り
、
ホ
テ
ル
は

そ
の
丘
陵
の
南
端
部
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
三
河
湾
を
展
望
す
る
に
は
絶
好
の

場
所
だ
。

　
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
撮
影
の
許
可
を

得
て
、
最
上
階
の
６
階
か
ら
三
河
湾
を

展
望
し
た
。
右
側
か
ら
知
多
半
島
が
、

そ
し
て
左
側
か
ら
は
渥
美
半
島
が
伸
び

て
三
河
湾
を
抱
え
込
ん
で
い
る
様
子
が

よ
く
分
か
る
。
さ
ら
に
両
半
島
の
間
に

点
在
す
る
島
々
に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
か

ら
の
波
浪
が
遮
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

か
、
三
河
湾
は
実
に
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

　
早
速
カ
メ
ラ
を
取
り
出
し
て
近
く
の

海
岸
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
。
高
所
か
ら
眺
め
る

景
色
は
格
別
で
、
ま
さ
に
鳥
の
目
線
で

見
た
光
景
で
あ
る
。
―
―
写
真
1
2
3

　
こ
れ
ら
の
各
地
は
昨
年
の
夏
に
巡
り
、

カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
―
―
写
真
4
5
6

　
見
て
き
た
と
お
り
、
宮
崎
地
区
・
幡

豆
地
区
は
、
景
色
の
美
し
さ
だ
け
で
な

く
、
潮
干
狩
り
の
で
き
る
遠
浅
の
海
、

そ
し
て
海
水
浴
が
で
き
る
海
辺
と
、
変

化
に
富
ん
だ
所
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
風
土
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
区
の
さ

ら
な
る
発
展
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ

る
。

広報サポーターは、公募により選ばれ
た市民記者です。これからも市民の目
線で、市内各地のイベントなどを取材
していただきます。

三
河
湾
国
定
公
園
を
訪
ね
て

1　カメラを西側に向けると、遠くに
宮崎の吉良ワイキキビーチが見える。
ハワイを連想させる光景である。

2　次にカメラを少し東側へ向けて東
幡豆港を撮った。中央の岬の向こう側
に寺部海岸が見える。

4　宮崎の吉良ワイキキビーチ。夏は
海水浴客でにぎわう。ハワイアンフェ
スティバルも開催されて南国情緒で満
たされる。

5　宮崎をたって海辺を東へ進み、寺
部海岸を過ぎると、東幡豆港に着いた。
三ヶ根山の山麓で採石された花崗

こ う

岩が
積み込まれていた。花崗岩は、マグマ
が地下深くで固まってできた火成岩の
一種で、微細な多孔室でできており、
水を濾

ろ

過する作用がある。この濾過水
を用いておいしい日本酒が造られる。

広報サポーター
三浦允

まさ

之
ゆき

さん
（細池町）

3　カメラをさらに東へ向けて前島と
沖の島を撮影した。右下の岸辺に妙善
寺（ハズ観音かぼちゃ寺）も見える。

6　東幡豆港をたって東へ進み、かぼ
ちゃ寺の前を通り過ぎて間もなくする
と、前島の対岸に着いた。潮が引いて
干潟が現れていた。いわゆるトンボロ
干潟だ。満ち潮によって運ばれてきた
砂が陸地と島の間に堆積してできたも
のである。春先には潮干狩りでにぎわ
う。
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Ｂ
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